
リーディングの科目を通じて英文を読む楽しみ

を味わってほしい，本文は単なるリーディング・

スキルの練習台にしたくない―― Genius Eng-

lish Readingsは編集委員のこうした思いのもと

に作られました。改訂にあたり，読みの楽しみは

そのままに，さまざまな英文を読みこなす応用力

をどうつけさせるかが，ひとつのポイントになり

ました。ここではそのための工夫のいくつかをご

紹介します。

「ひとつの課にひとつの発見」

改訂版ではLesson部分はすべてノンフィクシ

ョンの教材に刷新しました。これは大学入試の長

文問題で説明文・論説文が圧倒的に多いという傾

向を意識したものですが，その際，さまざまな分野

のトピックを扱いながらも，最終的なメッセージ

はなるべくひとつに収束するよう心がけました。

たとえば，聴覚・視覚の錯覚を扱ったLesson

8（Perceptions and Illusions）からは，「錯覚は

欠けた知覚情報を補うために大きな役割を果たし

ている」ことがわかります。また，コミュニケー

ションとジェンダーの問題を扱ったLesson 6

（Do women talk too much?）では，女性の方が

おしゃべりかという問いに，「発話量はその場の

力関係や専門的知識の有無，場の公私により左右

されるため，状況による」としています。「せっ

かく長文を読んでも結局何が言いたいのかわから

ない，頭に残らない」という先生方にもストレス

なく読んでいただける文章になっているものと思

います。

なお，本文の英文作成にあたっては，原文尊重

の基本姿勢は保持しながら，今回新しい試みとし

て，「語彙レベル」に沿った書き換えを行いまし

た。これは，「大学入試突破には，2000語程度の

語彙力が必要」という JACET等の研究結果を参

考にしたものです。書き換えを行う必要がある場

合は，小社の『ジーニアス英和辞典』他の語彙頻

度情報をもとに，2000語レベルの語彙の中で候補

を選択するようにしました。これまではさまざま

なトピックを取り入れたことで，生徒にとっては

難しすぎる語も残りがちでしたが，覚えるべき新

出単語を適正レベルにおさめ，効果的に語彙を増

やすことが可能になりました。

じっくり読める物語を導入

この教科書が追求した「読みの楽しみ」には，

もちろん，名文とされる物語を読みこなすことも

含まれます。Genius Readingsでは，物語文をす

べてSupplementary Readingに移行すること

で，分量や新出単語の問題をクリアして，より原

文に近い物語を楽しんでいただけるようにしまし

た。中国系アメリカ人作家のヤングアダルト向け

の作品（All Americans Slurp），英国の文豪ワイ

ルドの掌編（The Model Millionaire），そしてノ

ーベル賞にもっとも近い日本人作家とされる村上

春樹の『ノルウェイの森』冒頭部分の英訳の３編

を掲載しています。本文で培った読解力でこうし

た物語に取り組むことにより，生徒たちがさまざ

まな英文を自分で読むことにつながればと考えま

した。

特集 英語教科書活用法――私ならこう使ってみたい

「読み」を強化した新生リーディング

編集部
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「読みの応用力」をつける つの工夫

改訂版で新しく取り入れた工夫のひと

つが「リーディング・スキル」の導入で

す。単なる用語としてではなく，実際に

役に立つスキルを重視して以下の２段構

えをとっています。

・各課のKeys to Reading

「いわゆるリーディング・ストラテジ

ー以前に基礎体力としての文法力が必

須」というご意見をうけて，各課の本文

を通じて，「読解に特化した文法・構文の

知識」の定着をはかるコーナーを設けました。具

体的には，thatの用法，省略，句読点など，文法

の授業だけでは見落とされがちな項目を中心にし

ました。本文の例文と日本語説明，さらに当該構

文の使用された入試長文問題を抜粋し，知識を実

戦に即して応用していただけます。

・Active Readingコーナーの新設

生徒が実生活で英文を読む場面は，少ないよう

で実は多いとも言えます。たとえば，新聞・雑誌

などはインターネットなどでも容易に入手できま

すし，旅行にあたってガイドで情報を収集する，

海外の知人からの手紙を読むなど，増やそうと思

えば英語にふれる機会はいくらでもあります。

本コーナーは，そうした場面を想定して，オー

センティックな英文にふれながら，効率よく英文

を読むスキルを紹介するために設けられました。

リーディング・スキルと一口に言っても，読む目

的やメディアによって適材適所で用いる必要があ

るという考えからです。

たとえば，「パラグラフ・リーディング」の導

入にはやや長めの新聞記事，「スキャニング」に

は旅行用のガイドといった，自然にスキルを用い

ることのできる英文が選ばれています（図１参

照）。

語彙力は読解力の要

Genius English Readingsが現行版から重視し

てきた項目のひとつに「語彙力の養成」がありま

す。語彙力は構文，リーディング・ストラテジー

などと共に長文を読みこなす最大の力となる一方

で，語彙指導に困難を感じられる先生方も少なく

ないようです。

改訂版ではこれまでもあったVocabularyのコ

ーナーを図解等も加えてさらに充実することによ

り，語根や複合語など語形成をビジュアルで理解

できるようにした（図２参照）ほか，巻末に「接

頭辞・接尾辞一覧」を設けました。これは各課の

Vocabularyを補充するものでもありますが，ひ

とつひとつ単語を覚えるよりも，語根の意味など

を理解することにより推測力をつけるのが効果

的，との編集委員の意図を形にしたものです。従

来の付録以上の効果を発揮してくれるものと思い

ますので，ぜひご活用下さい。

教材，各コーナーとも，編集委員がこれまで以

上に英知を結集し，生まれ変わった Genius Eng-

lish Readings Revisedをぜひご一読下さい。

(図１)

(図２)
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